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令和７年度第２回印西市行政改革推進委員会 会議録 
 
１ 開催日時：令和８年２月１３日（金） １４時１０分～１５時３０分 
２ 開催場所：印西市役所 ４１会議室 
３ 出 席 者：川邉委員（会長）、池田委員、小柳津委員、木下委員、幸委員、 

関根委員、永田委員、眞仲委員 
４ 欠 席 者：なし 
５ 事 務 局：海老原総務課長、斎藤係長、石黒主査補、渡邊主査補 

立原ＤＸ推進課長、ＤＸアドバイザー佐藤 
６ 傍 聴 者：０名 
７ 議事 
（１）新たな行政改革の計画について 
（２）計画策定に係る答申について 
８ 会議資料 
・【議事１】 
（資料１）印西市行政改革実行戦略（案） 
（資料２）業務改革施策一覧（案） 

・【議事２】 
（資料３）答申書（案） 

９．議事 
議事（１）新たな行政改革の計画について 
（会長） 
議事１、新たな行政改革の計画について事務局から説明をお願いします。 
 
（事務局） 
前回と同一の議事になりますが、資料 1・2 について改めて説明します。 
本戦略は、これまでの行政改革大綱に代わるものとして、これからの市の行政改革
の方向性を示す新たな戦略になります。 
これまでの大綱との違いとしては、５カ年計画ではなく、３カ年計画としている点、
「俊敏性」の視点を加え、3 ヶ月に１回、内容を適宜修正していく点です。 
「行政改革」という言葉の使い方については、現在、総務省が地方公共団体の行政
改革として示す内容を参考としているため、市の新たな戦略は、国の動向に合わせ
る形で、これまでの幅広い行財政改革から、より専門性の高い DX 寄りの業務改革
に特化したものになっています。 
そのため、今回、市の DX 推進課にて策定していた「印西市 DX 推進方針」と統合
し、協力して推進していくことに方向転換しました。 
資料１・２については、前回の委員会にていただいたご意見等を踏まえ修正を行い
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ました。例えば、できるだけ簡単な言葉への置き換えでしたり、戦略全体の流れや
構成の組み換えでしたり、市全体の行政改革と業務改革の流れについて説明の追加、
になります。 
資料２については、資料１に基づいた、具体的な業務改革施策になりまして、現在、
並行して進めています。 
こちらの内容について、資料１の６ページに記載のとおり、毎月、野﨑副市長に、
隔月、藤代市長に報告しています。 
改めまして、資料 1・2 についてご意見をいただきたいと思います。 
説明は以上でございます。 
 
（会長） 
説明ありがとうございました。ご質問ご意見等ありましたらお願いします。 
 
（委員） 
資料１の１ページ、５行目「計画を立てること自体に重きを置くのではなく」につ
いて、趣旨はわかりますが、計画はどうでもいいと捉えられかねないので、表現を
変えたほうがよいと思います。 
 
（事務局） 
修正します。 
 
（委員） 
資料１の 5 ページ、「業務量３０％減」について、この３０％は何に基づいたもの
で、どのように測定するのでしょうか。 
 
（事務局） 
３０％という数字は、市長が掲げている方向性です。令和６年度の業務量と比較し
て、令和９年度にかけて３０％減を目指します。資料２に記載した３２の施策によ
って削減された時間を、今後、各項目で算定していきます。全体を合計して３０％
減を目指します。 
 
（会長） 
こちら、全部の部課の合計ですよね。 
 
（事務局） 
そのとおりです。施策によっては、数字に置き換えられないものもございます。 
 
 



3 
 

（会長） 
そうですよね。部署によっては、数値で出せない部分もあると思います。 
 
（委員） 
指標となるのは時間でしょうか。 
 
（事務局） 
時間です。 
 
（委員） 
市役所は無駄なことを３０％もやっているのかと捉えられる場合があります。効率
的にやりたいということを少し補足が必要と思います。 
 
（会長） 
私も気になっている箇所です。本来は、業務効率の３０％向上だと思います。今あ
る仕事を効率化して、今投入している時間の７割の投入量で、今と同じ仕事ができ
るようになる解釈です。文字通り受け取ると、今の仕事の７割しか仕事をしません
よという捉え方も可能と思います。 
 
（事務局） 
そのように捉えられかねないので補足します。 
 
（委員） 
前回の委員会の資料も参考にするとよいと思います。 
 
（会長） 
こちらも文言の問題で、中身自体を変えることではないと思います。市民の方がわ
かりやすい点は大事ですので、よろしくお願いします。業務効率を改善して、浮い
た時間をさらなる市民サービスに充てることであれば、素晴らしい考えと思います。 
 
（委員） 
資料１の１ページ、下から 2 行目、「市民に寄り添う」という言葉について、他で
も使われていますが、フェイストゥフェイスのような、物理的に人肌を感じるイメ
ージがあります。実際はその逆で、ＤＸによってスマホで済みますのようなものだ
と思います。文言を直せというわけではないですが、市民に寄り添うは、少し空疎
な印象を受けるので、あまり好ましい表現ではないと思います。 
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（委員） 
「市民の視点に立って」ですかね。 
 
（委員） 
先ほどの３０％もですが、市長のマニフェストに出ている言葉を使っているのです
かね。逆に言えば、マニフェストに、今回の改革は引っ張られている印象ですかね。
目標達成があるから、やむを得ないのでしょうけれども。 
 
（委員） 
市長公約と行政計画は別物なので、そこは寄り添わなくてもよいとは思います。 
 
（委員） 
この件について、市の内部では、議論はありましたか。 
 
（事務局） 
オンライン申請等に対応できない方等にも配慮する視点が必要という議論はあった
のですが、空虚に聞こえるということであれば、せっかくご意見をいただいたので、
先ほど委員のおっしゃった「市民の視点に立って」に修正します。 
 
（委員） 
私が感じていたことは他の委員が言ってくださいました。３０％削減がすごく気に
なっていまして、時間とは思っていたのですけど、それは時間外の削減率が３０％
になるのか、電子化等によって３０％の時間を捻出するのか質問しようと思ってい
たところです。 
意見になりますが、前回に比べて、この戦略の文言が全体的にとてもわかりやすく
なりました。ページも少なくなり、特によいと思っているのは、資料１の８ページ、
主な施策例の３つ「全庁的に実施」、「関係部署で協力して実施」、「個別の部署
ごとに実施」については、前回の「トップダウン型」、「プロジェクト型」等と比
べて、とてもわかりやすくなりました。その他、いろいろ生々しい言い方もわかり
やすくなってよかったと思います。 
 
（委員） 
資料１の８ページ、上部に記載のある「本戦略の施策一覧」は、資料２の「業務改
革施策一覧」ですよね。 
 
（事務局） 
そのとおりです。修正します。 
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（委員） 
資料１の８ページ、下部の「組織風土改革」について、印西市の組織風土は今どう
捉えていて、どういう組織風土に変えていくと考えているでしょうか。 
 
（事務局） 
一例ですけど、内部で資料を供覧する際に、電子ではなく紙で回して押印するとい
うことが、まだ半分程度根付いている状態です。このようなことについては、現在、
庁内に通達等をして、今年度中にはなくそうとしています。 
 
（委員） 
違った言葉で言うと、デジタル化が進んでないということですかね。 
 
（事務局） 
そうです。古いやり方が、ベストまでではないですが、ベターであるという空気感
を変えていきたいところです。 
 
（委員） 
おそらく管理職の上の方がネックになっているのですかね。 
 
（委員） 
よく職員の方が見ているタブレットは何になりますか。 
 
（事務局） 
情報共有手段になります。こちらでMicrosoftのTeamsや、メールソフトのOutlook
でやりとりをしています。個人の所有物ではなくて、市役所から貸与された物です。 
 
（委員） 
基本的にはタブレット１つ持っていれば、例えば副市長の立場でも、全部済んでし
まうのですかね。 
 
（事務局） 
そうです。市長、副市長もタブレットを使われているので、自ずと管理職も使うよ
うに変化しています。 
 
（委員） 
事務局の立場でも、変化しつつあることを感じているわけですね。 
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（委員） 
ＤＸの進め方になりますが、まずはアナログデータをデジタル化するステップがあ
り、それができると業務改善、最後には業務改革となり、組織的な見直し、業務全
体の効率化、新たなサービスとなります。今回の資料について、段階的な、デジタ
イゼーション、デジタライゼーション、トランスフォーメーション、３つのステッ
プのどれに当てはまるかをみると、メリハリがよく読めなかったところがありまし
た。先ほどの３０％の削減についても、本来は、役割者を横に置き、業務プロセス
の処理の流れについて、縦を時系列にしたプロセスマップをレビューし、無駄な部
分を分析し、全体的にこれだけの時間やステップを削減できるとするものなので、
まず全部署のプロセスを洗い出す棚卸がどの程度できているのか疑問を持っていま
す。棚卸を並行して進めるならいいのですけど、きちんとやらないと KGIや KPIを
設定したとしても、KPI の目標値がずれて、達成度が見えなくなります。いろんな
ツールがありますので活用いただきたいです。民間でも役所でも同じと思いますが、
気をつけないといけないのは、例えば記録を取るやり方の場合、目的があやふやに
なると、記録を取ること自体が目的になってしまうことがあります。資料２を見る
と、「目的」欄に手段が書かれているように見受けられるところがありました。も
う一度見直していただければと思います。 
 
（事務局） 
資料２の「目的」欄については、見直しを行います。先ほどのプロセスの進め方に
ついて、我々の組織自体が追いついていないため、高度なことを書けずに申し訳な
いです。戦略に記載してはないのですけど、全庁的に、今、仕組化シートと称した
業務の棚卸を行っています。引き継ぎ書も兼ねているのですが、各業務の工程をま
とめているところで、今年度末にかけて整うように進めています。 
 
（委員） 
資料１の６ページ、推進体制の一番下に「プロジェクトリーダー」とあり、非常に
大事な役割と思いますが、どなたを想定しているのでしょうか。 
 
（事務局） 
係長級になりますが、場合によっては係長より下の職員が入ることもあります。各
プロジェクトによって異なります。 
 
（委員） 
同じく６ページ、一番右に「必要に応じた見直し（レビュー）」があります。３ヶ
月に１回になりますが、本当にできるのでしょうか。 
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（事務局） 
こちらの見直しは今年度、実際に行っています。個別の案件に応じてタブレット等
で随時情報を共有したうえで、３ヶ月に１回、資料２全体の進捗状況を市長・副市
長に報告し、見直しを行っています。今のところ、大きな修正はございません。 
 
（委員） 
わかりました。このまま続けていくということですね。迅速性を考えると必要と思
いますけども、３ヶ月に１回となるとかなり大変かなと思いましたので。 
 
（会長） 
現場でペーパーワークが増えて大変みたいなことは感じていませんかね。 
 
（事務局） 
この戦略策定に限らず、案件毎に我々も各課に照会をかけたりしていまして、それ
が多いという意見はございます。進め方については、今年度６月・７月に、課題を
抱えて困っている課にヒアリングを行い、それに対して DX 推進課や総務課で伴走
支援する形をとりました。伴走支援をしていると、庁内全体で直したほうがよいこ
とや、個別に見直したいことが出てきます。出てきたことを、３ヶ月に１回、市
長・副市長に報告した上で、業務改革施策一覧に掲載することを今年度続けてきま
した。令和９年度までは、伴走支援しながら課題をアクションリストとして管理す
るこのやり方を続けていこうと思います。 
 
（委員） 
資料１の１ページ、1 行目の終わり、「新たな戦略を」について、その後にもずっ
と「戦略」と出てくるのですけれども、「印西市行政改革実行戦略」としていただ
きたいです。 
５行目の真ん中、「変化に」について、下から２行目に「急速に変化」とあります
が、このことを言っているのか、どういう変化なのかを、少し入れていただきたい
です。 
同じく５行目「迅速に実行する」について、「迅速に実行するための、俊敏性のあ
る取り組み」という形にしていただきたいです。 
６行目、「一本化し」について、新たな戦略として一本化したことを、くどいです
が、入れてもらえればわかりやすいです。 
９行目、「迅速な進行と適応」について、「変化に適応」と「迅速な適応」のどち
らになりますでしょうか。 
 
（事務局） 
「変化に適応」になります。その他についても修正します。 
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（委員） 
資料１の５ページ、標題について、「業務量３０％減」とありますが、３つの姿を
最終的に目指すのであれば、「目指す姿の実現について」や「実現にあたって」の
ような表題を考慮いただきたいです。 
また、「業務量」とはどういうものかを、余白に明確に示していただきたいです。 
６ページ、「印西市役所内体制」について、行政改革実行戦略は外部に公開するも
のなので、市長名と副市長の実名はなくてよいと思いました。 
 
（事務局） 
いずれも修正します。 
 
（委員） 
資料２について、市民が見るには、細かいところまで書きすぎていて、どこの課が
何をやるという内容が出過ぎていますので、もう少しわかりやすくまとめられない
かなと思います。 
例えば、７年度末・８年度末・９年度末に、どういうものが実現するかだけでも、
市民はそうだなとわかります。途中のプロセス部分ではなくて、何が便利になるの
か、何が実現するのか、そういう視点から作ってもらえるとありがたいです。 
「施策３本柱」Ａ・Ｂ・Ｃは、表の一番左にまとめてよいと思います。 
もう少し成果がわかるような作りで、表を少し省略したものにしてもらえるとあり
がたいです。 
 
（事務局） 
審議会の資料としては、このまま掲載しますが、市民の方に改めて公開する際は、
今後も見据えてわかりやすくします。 
 
議事（２）計画策定に係る答申について 
（会長） 
委員から他の意見がないようですので、次の議事２、計画策定に係る答申について、
事務局より説明お願いします。 
 
（事務局） 
資料３について説明します。 
こちらは、今回の資料１・２についての、委員の皆様からの意見のまとめになりま
す。これまでいただいた意見と少し異なるのは、委員会全体から市長に対する今後
に向けてのご意見をいただきたいと思います。そのため、こちらに記載する内容は、
委員の皆様が同意するものとさせていただきたいと思います。もし、うまくまとま
らない事項がございましたら、最終的には会長にご判断いただきたいと思います。
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現在の案に記載している内容については、前回の委員会でいただいたご意見を記載
していまして、たたき台として追加、修正、削除いただいて構いません。 
説明は以上でございます。 
 
（会長） 
説明ありがとうございました。ご質問ご意見等ありましたらお願いします。 
 
（委員） 
行政改革実行戦略は、誰が決めたという位置付けになるのでしょうか。 
 
（事務局） 
市としての決定になります。 
 
（委員） 
市長が決めるということですね。答申は、この委員会で検討した結果を報告すると
いうことですね。 
 
（事務局） 
そのとおりです。庁内の会議体に諮り決定します。 
 
（委員） 
議会は関係ないですよね。 
 
（委員） 
議会は市民の代表者なので、議会に説明することが市民に説明したことになると思
います。議会の関与が全くないことにはなりますかね。 
 
（事務局） 
議会の関与はないです。市の最上位計画である基本計画は議会に説明を行いますが、
各課で策定している計画については、何かの折で説明する場合もありますが、全て
を説明しているものではありません。 
 
（委員） 
例えば、予算措置が伴うものは、必ず議会を通るため、その中で引っかかってくる
のですかね。この計画に基づき、この予算を要求しますとなるわけで。 
 
（委員） 
議会に説明しないと、議員の方は勉強しないだろうから、育成する意味でも、議会
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の説明は必要と思います。 
 
（会長） 
難しい話ですね。ここでの審議の範囲を越えているところではあると思いますが。 
 
（事務局） 
作成した計画等については、議員の方に情報提供します。 
 
（委員） 
異議は申し上げませんけど、大綱という言葉は結構重みがあるので、大綱から戦略
に衣替えすることは、あっさりした印象がありました。 
 
（会長） 
言ってしまえば、現市長の方針ということですよね。 
 
（事務局） 
大綱を無くすといった方針ではなく、行革とＤＸの計画を統合してはどうかという
市長の提案になります。 
 
（委員） 
四半期に１回見直しが入り、文言が変わるのですよね。場合によっては、新しい項
目が入るということですから、どこまでいったらコンプリートするということでは
なくて、常に変わり続けて流れていきますよということですよね。考え方はよいと
思います。 
 
（委員） 
行政改革が消えたわけではなく、行政改革大綱に代わるものと認識すればよいので
すよね。 
 
（委員） 
資料３下記の３点目の２行目、「公開に努めること」ではなくて、「公開すること」
にしていただきたいです。また、その後の、「業務量削減」は、先ほどのお話を踏
まえ、「効率化」という文言にした方がよいと思います。 
公開をするかはお任せになりますけど、我々としては、市民に公開するという意識
で皆様お話をされていると思うので、「努める」だと少し弱いと思います。 
 
（委員） 
資料３下記の３点目、業務改善と業務改革のステップについて、業務改革はワンス
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テップ上になります。１行目は業務改革のお話、２行目の業務量削減は業務改善の
お話なので、ここをもう少し統一されるように見直したらよいと思います。 
業務改善とは、ある課題に対して対策を立てて良くなったというもの。業務改革と
いうと組織的な見直しを図って、新たなアプローチを踏み込んでやるもの。市民の
方々でそういう感覚でいる方は、違和感があると思います。 
 
（委員） 
こちらは勧告するわけだから私は「努めること」でよいと思います。命令するわけ
ではないから。 
 
（委員） 
私は「すること」がよいと思います。市の職員も公開に慣れてもらわないと駄目だ
と思いますので。 
 
（委員） 
主文で、「下記の点に十分配慮されるよう」としているので、「公開すること」で
もよいのではないでしょうか。 
 
（委員） 
資料３下記の３点目、「成果がわかりにくい」と書かなくてもよいと思います。
「業務改革が市民にとってわかりやすくなるように、業務改革でどのように行政改
革が進んだのか市民に公開すること」、或いは「よく行政改革の推進に努めること」
でしょうか。公開は努めることではないですし、行政の仕事としては、何をやって
いるかを公開することは当たり前のことなので、「公開に努めること」ではなくて
「公開すること」でよいと思います。 
 
（会長） 
確かに「わかりにくい」は消してよいですね。ネガティブな言葉が入るのはよろし
くないですから。 
 
（委員） 
「周知する」とか、いろんな言葉があると思います。その中から一般的な、我々の
議論に合った言葉を探すとよいと思います。 
 
（委員） 
周知の場合は、「努めること」でよいと思いますが、公開の場合は「すること」で
すかね。 
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（委員） 
委員として「公開すること」にしないと、我々委員が市民から何をやっているのだ
と言われますから。 
 
（委員） 
資料１に戻りますが、表紙の右下にある「ＩＮＺＡＩにもっとＡＩを」マークはこ
のまま載せますか。 
 
（事務局） 
こちら特段のこだわりがあるわけではないのですが、堅苦しくならないように載せ
ました。 
 
（委員） 
上手く作ったと思います。 
 
（委員） 
載せたままでよいのですけどね。 
 
（委員） 
私は遊び心があってなかなかよいと思いました。 
 
（委員） 
皆さんがよいと言っているようなので、このままでよいのではないですかね。 
 
（会長） 
否定的な意見はないみたいですね。 
 
（委員） 
資料３下記の１点目の３行目、「すすめる」は漢字にしてください。 
２点目の２行目、「言葉「の」使用」にしてください。 
３点目の２行目、「公開に努める」ことから「公開すること」に修正し、その後、
「業務量削減」の前に、つなぎ言葉、例えば「また」とか、そういう言葉を入れて
よいと思います。同じく３行目、「充実したか「を」示す」にしてください。 
 
（会長） 
資料３については、いただいた内容を参考に私が修正します。 
改めて、資料１・２も含めて、ご質問ご意見等ありましたらお願いします。 
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（委員） 
資料２の２６番のBCPについて、ソフト面ではこの内容でよいと思います。BCPと
いうとシステムが止まらないようにする、情報セキュリティ、リスク管理等あると
思います。各種クラウドサービスも使われていると思いますが、市ではそういうセ
キュリティ面や、システム停止した際にどうするか等の施策等は別に検討されてい
るのでしょうか。 
 
（事務局） 
市ではセキュリティポリシーを定めていまして、ホームページにも掲載しています。
有事の際は、対応チームを立ち上げることになっています。BCP については、現在、
市役所全体の業務についてのものがございます。 
 
（委員） 
個人情報が漏れてしまった場合もあるのでしょうか。民間でもいろいろ事故があり
ますので。 
 
（事務局） 
個人情報が流出した際のマニュアルもございます。 
 
（委員） 
職員のネットリテラシーや機器の使い方の研修はありますか。 
 
（事務局） 
セキュリティ研修をやっています。 
 
（委員） 
資料３の答申の書式について、タイトルの位置や、タイトルと本文の間の空白は、
整えるのですよね。 
 
（事務局） 
こちらは市の書式に調整します。 
 
（委員） 
資料３下記の３点の順番について、「全体として～」、「計画を進めるにあたって
は～」、「施策として～」という順が綺麗だと思います。 
また、１点目の「モニタリングをしながら」の前に「着実に」を入れるのはいかが
でしょうか。 
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（会長） 
全体の順序については、その方が整うと思います。「着実に」については、委員会
から市長への答申になるので、どうでしょうかね。市長が着実に進めるものでした
らわかるのですけれども。 
 
（委員） 
職員の意識醸成はとても大切な問題と思いますが、すぐにできるものではないので、
計画通りにもちろんやってくのだけれども、目標が目的にならないように、１歩ず
つ着実に進めて欲しいということを委員として言わないほうがよいでしょうか。 
 
（会長） 
なかなか難しいところですね。答申の内容は、大きな方向性としたいので、細かい
ことを記載する趣旨ではないのですよね。それを言い出すと、いろんな修飾語を入
れる必要がでますので、できるだけ骨組みと言いますか、簡素な方がよいとは思い
ます。細かいことを入れだすと、委員の間でいろんな意見の相違が出て、答申とし
て一致することが難しいと思いますので、細かい部分は、私が最終的な文言調整し
ます。 
 
（委員） 
わかりました。アンケートなどによりモニタリングをして把握しながら進めるとい
うことは、着実にということだと思いますので、今の発言は取り消します。 
 
（委員） 
資料２について、一番右の「天気」欄に雨マークはないのですね。 
 
（事務局） 
現状、雨マークはないです。 
 
（委員） 
晴れ・雨マークはどういう意味ですか。 
 
（事務局） 
今回の資料に説明を記載しておらず申し訳ないですが、晴れマークは順調、晴れ曇
りマークは１カ月以内の遅れ、曇りマークは四半期以内の遅れ、雨マークは四半期
以上の遅れとしています。 
 
（会長） 
もしここも今後、公開されるなら注釈をお願いします。 
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（委員） 
資料１に四半期ごとの見直しとありましたよね。ダブるところはありますが、この
答申の中にも、期間を設定した評価・検証・見直しのような文言を入れられないで
すか。 
 
（委員） 
既に見直しすると書いてある計画を、妥当なものと認めているのですよね。 
 
（会長） 
もともと見直しますと記載されているので、それをさらに答申として出す必要はな
いかなと思います。 
 
（事務局） 
そもそも市長は、定期的な報告や検証を求めるタイプではあります。 
 
（会長） 
言わなくてもやりますよという感じですよね。 
 
（委員） 
今までの役所でのやり方とは、本当に全然違うわけですね。これはやると思います。
すごく評価できる姿勢だと思います。 
 
（会長） 
委員から他の意見がないようですので、次の次第４その他について、委員からござ
いますか。 
 
（委員） 
先日、市が戦略に対してオンラインプラットフォームで募集した意見について、個
別に回答は行うのですか。 
 
（事務局） 
今回、試験的に新しいオンラインプラットフォームを利用して意見投稿いただきま
した。プラットフォーム上で回答できたらよいのですけど、回答機能はないため、
改めて１つ１つに回答はできないものとなっています。 
 
（委員） 
どのようなものでも市民からの意見に回答する姿勢は求められると思いますので、
今後はよろしくお願いします。 
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（会長） 
その他について、事務局からお願いします。 
 
（事務局） 
今後の流れについて、本日いただいたご意見等を踏まえて、資料１・２を修正しま
す。会長に調整いただく資料３については、皆様にも共有したうえで、市長及び副
市長に報告します。次回の委員会については、今年の 7 月頃に実施します。 
以上になります。 
 
（会長） 
他にないようですので、以上をもちまして、終了いたします。皆様ご協力ありがと
うございました。 
----------------------------------------------------------------------------------------------- 
 
令和８年２月１３日に行われた印西市行政改革推進委員会の会議録は、事実と相違
ないので、これを承認する。   
                      

会議録署名委員 木下 登志子              


